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平成３０年第２回北海道議会定例会提案補正予算について

（単位 千円）

１ 今回提案する歳入歳出補正予算は、次のとおりである。

一 般 会 計 ４，１６８，８７５

特 定 財 源 ４，１４６，９９２

一 般 財 源 ２１，８８３

特 別 会 計 １，１６２

合 計 ４，１７０，０３７

（ 参 考 ）

（一 般 会 計） （特 別 会 計） （ 計 ）

前回までの計上額 2,749,787,393 1,118,607,087 3,868,394,480

今 回 計 上 額 4,168,875 1,162 4,170,037

合 計 2,753,956,268 1,118,608,249 3,872,564,517

２ 一般会計における財源は、次のとおりである。

特 定 財 源

国 庫 支 出 金 ３，９２４，９９２

諸 収 入 ３０，０００

道 債 １９２，０００

一 般 財 源

繰 入 金 ２１，８８３
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一 般 会 計 款 別 計 上 額

（単位 千円）

歳 入 歳 出

国 庫 支 出 金 ３，９２４，９９２ 総 合 政 策 費 ６，９３４

繰 入 金 ２１，８８３ 環 境 生 活 費 ７６４，７０８

諸 収 入 ３０，０００ 農 政 費 １，４０９，２００

道 債 １９２，０００ 水 産 林 務 費 ９７２，６０６

教 育 費 ５，６９６

災 害 復 旧 費 １，００９，７３１

計 ４，１６８，８７５ 計 ４，１６８，８７５

特 別 会 計 計 上 額

（単位 千円）

会 計 名 金 額

中小企業近代化資金貸付事業特別会計 １，１６２

計 １，１６２
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平成３０年第２回北海道議会定例会提案補正予算の主なもの

○一般施策 （単位：千円）

事 業 名 予 算 額 事 業 の 概 要

関係人口創出モデル事業費 6,934 首都圏等の若者と地域とのつながりを深めるため、市
町村と連携して、地域イベント等への参加の機会を提供

【新規】 する。（国庫委託事業）
区 分 内 容
事業主体 道

事業地域
苫小牧市、長沼町、安平町、奥尻町、
占冠村、美幌町

実施期間 平成30年7月～平成31年1月
募集人数 30名（各市町村５名程度）

事業内容
説明会の開催（東京、大阪、名古屋）
参加者募集（広告宣伝） 等

エゾシカジビエ利用拡大推進事 121,000 エゾシカの食肉利用拡大を図るため、狩猟者の知識・
業費 技能取得を促進するとともに、食肉処理施設への搬入や

廃棄物処理に要する経費に対して支援する。
【新規】 区 分 内 容

狩猟者向け講習会 道内12地域

対象経費
食肉処理施設への搬入経費

支 狩猟者 (２頭目以降)
援 補助上限 8,000円/頭
措
食肉処 対象経費

食肉処理に伴い発生した廃棄物
置
理業者

処理経費
補助上限 200万円/施設

中山間地域所得向上支援事業費 1,409,200 中山間地域において、高収益な作物への転換等を図る
ため、農業者団体等が行う基盤整備や施設整備等に要す

【新規】 る経費に対して支援する。
区 分 内 容
事業主体 市町村、農業協同組合、土地改良区 等

事業内容
基盤整備（区画整理、暗渠排水）
施設整備（集出荷貯蔵施設、加工施設等）

補 助 率 国 1/2、55%等

水産業振興構造改善事業費 595,695 水産業の持続的な生産体制を構築するため、漁業協同
組合が行う共同利用施設等の整備に要する経費に対して

現計予算額 支援する。
548,350 区 分 内 容

事業主体 根室漁業協同組合
事業内容 貯氷・冷蔵施設の改築
補 助 率 国 1/2

○災害復旧費 （単位：千円）

事 業 名 予 算 額 事 業 の 概 要

漁港災害復旧事業費 1,009,731 漁港施設の災害復旧を行う。
区 分 災 害 箇 所

現計予算額 漁港施設 積丹町（1箇所）、せたな町（３箇所）
188,168


